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　株主の皆さまには、平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申
し上げます。

　当社は1944年の創立以来、電力インフラの整備を担い、人々
の生活や産業を支えてまいりました。今年、創立80周年を迎える
当社は、次の90周年、100周年に向け、当社に関係する全ての
皆さまと共に歩み、成長できるよう全力を尽くしてまいります。

　さて、2023年度は中期経営計画2027（2023年度～2027
年度）の初年度として、将来を見据えたエリア戦略の展開、グ
ループ一体でのバリューチェーンの強化、柔軟な施工体制の
構築、積極的な技術者の採用、人材育成の強化、働き方改革お
よびかいぜん活動の推進等の諸施策を進めたほか、安全・品
質の確保やコンプライアンスの推進、ガバナンスの強化等に
も継続的に取り組んでまいりました。

　持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現するため、
成長戦略への投資のための内部留保と株主還元をバランスよ
く実施することを経営の重要課題と位置付け、資本収益性の
向上や財務健全性の確保、フリー・キャッシュ・フローの状況な
どを総合的に勘案し、連結配当性向30％以上の業績に応じた
利益還元を行うことを基本としております。

　また、当社グループを取り巻く事業環境が大きく変化するな
か、暮らしの基盤を支える担い手として、2024年4月1日、「い
かなる時も、人や社会に“活力と豊かさ”を生み出す快適環境
を創り、守る」を、トーエネックの使命（パーパス）として公表い
たしました。新たに策定したパーパスに基づき挑戦や変革に
よってこれから先もお客さまや社会へ確かな価値を提供し続
けることで、持続的な成長を実現してまいります。

　なお、当社は、当社株式の流動性を高め、投資家層の拡大を
図ることを目的とし、2024年9月30日を基準日として、普通株
式１株につき５株の割合をもって株式分割を行うことといたし
ました。

　株主の皆さまにおかれましては、今後とも格別のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
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　トーエネックは電力インフラの整備を担うため1944年に創立されました。
　以来、当社が創り出す快適が、あたりまえの暮らしや社会の発展を支え続けています。近年、気候変動などから総合
設備企業である当社に寄せられる期待は高まりを見せています。
　壁を前にしても皆で力を合わせ、一歩踏み出すことができるよう、創立から私たちの背中を押してきた「使命」とそれ
を果たすために「大切にすべきこと」を改めて言葉にしました。
　使命に立ち返り私たちが為すべきことを考え、実行していくことで、これから先も社会から頼りにされる存在であり続
けてまいります。

トーエネックの使命（パーパス）

チームワーク

技術の追求

大切にすべきこと（バリュー）

トーエネックの使命（パーパス）

仕事への情熱

誠実さ

時代と共に変化するお客さまや社会のニーズに応えるため、
技術の習得と研鑽に努める。

常に誠実な行動（法令や社会規範を遵守する。人を思いやる。）をとることで、
安全と品質を守るとともに、ステークホルダーとの信頼関係を高める。

仲間と力を合わせることで、総合力を発揮する。

情熱をもって仕事に取り組み、失敗を恐れず果敢に挑戦する。

使命を果たし続けるため、トーエネックでは以下の4つを大切にしていく。

いかなる時も、

人や社会に"活力と豊かさ"を生み出す快適環境を

創り、守る
創る

平常時も、非常時も社会インフラの維持に尽力している。これからも時代と共に変化するお客さまや社会のニーズに応えていく。

あらゆる施設の工事だけでなく、様々な事業も行うことで快適環境を創造している。
社会インフラの維持やお客さま設備のメンテナンスを担っている。守る

社会に

人に ■ 社会インフラの維持（あたりまえの日常を支える）
■ 心身共に安らぐ空間の提供

■ ニーズに応える設備の提案・施工（お客さまや社会の発展を後押し）
■ 環境に配慮した技術提案の実施

■ 新たな技術により暮らしの質を向上

■ 強靭で安定したインフラの整備
■ 再生可能エネルギーの確保・活用

対象 活力 豊かさ
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　当期の連結業績につきましては、屋内線工事や空調管工事において期首からの手持工事が順調に進
捗したことなどにより、大幅な増収増益となりました。
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配電線工事
73,705百万円
（36.0%）

地中線工事
11,565百万円
（5.6%）

屋内線工事
85,541百万円
（41.7%）

空調管工事
17,732百万円
（8.7%）

通信工事
16,378百万円
（8.0%）

配電線工事
73,449百万円
（32.7%）

地中線工事
9,025百万円
（4.0%）

屋内線工事
82,696百万円
（36.8%）

空調管工事
22,720百万円
（10.1%）

エネルギー事業
12,901百万円
（5.7%）

商品販売
4,183百万円
（1.9%）

通信工事
19,681百万円
（8.8%）

部門別受注高・売上高構成比（個別）
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災害復旧��
　2024年1月1日に石川県能登半島沖を震源とする非常に強い地震が発生しました。
　電力関連工事を担う配電部門では、1月4日から1月29日にかけて、本店、名古屋、岡崎、
静岡、三重、岐阜、長野支店管内で延べ3,925人（協力会社を含む）を動員し、通信部門では、
1月2日から2月13日にかけて、中部、東京、大阪本部管内で延べ1,432人（協力会社を含む）
を動員して、復旧作業にあたりました。

������

　2024年1月1日、ニューイヤー駅伝2024（全日本実業団対抗駅伝）が群馬県前
橋市の群馬県庁をスタート、ゴールとした7区間100kmで開催され、当社は12年連
続14回目の出場を果たしました。全国から41チームが出場するなか、当社チームは
昨年の25位から順位を上げ、21位（記録：4時間57分32秒）にてゴールしました。

　当社と愛知電機㈱はパラオ共和国向け「パラオ国送電網整
備計画」工事をパラオ公共事業公社から受注しました。本計画
は、同国のマラカル島、コロール島およびバベルダオブ島にお
いて、送電網を整備することにより、両島における電力供給の
安定性の向上および再生可能エネルギー導入の促進を図る
もので、パラオの住生活環境の改善および温室効果ガス排出
削減を通じた、気候変動・環境問題・防災への対応に寄与する
ことが期待されます。

��� � � �

陸上競技部����� � � �

　経済産業省・日本健康会議が主催する『健康経営優良法人認定制度』において、優良な健康経営を実践し
ている企業として「健康経営優良法人2024」の大規模法人部門に初めて認定されました。ESG経営のひと
つとして、全ての役員・従業員が共に働く仲間とともに、いきいきと充実した生活を送ることが会社の持続的
成長につながるという考えのもと、今後も健康経営を実践するための環境整備をしてまいります。

『健康経営優良法人2024』に認定されました����� � � �

　2023年11月14日に第56回電気工事士技能競技大会が東京都で
開催され、当社からは2名が出場し、それぞれ同大会の最優秀賞である
経済産業省関東東北産業保安監督部長賞と技能賞を受賞しました。
　同年11月18日には第61回技能五輪全国大会が愛知県で開催
され、当社からは4名が出場し、2名が銅賞と敢闘賞を受賞しました。

技能競技大会����� � � �

パラオでODA案件を共同受注����� � � �
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主な施工実績

　名古屋市中区栄にある「中日ビル」は、
催事場や店舗などを備えた多目的ビルで
す。今回の建て替えにより、地上33階地下
5階の高層ビルに生まれ変わりました。
　当社は、地下3階から地上2階、7階から
16階のエリアの電気設備工事を施工しま
した。また、地下では地域熱供給プラントの
電気設備工事を施工しました。

中日ビル（愛知県）

守山市庁舎（滋賀県） 東大阪病院（大阪府） 

株式会社マキタ 熊本支店・熊本営業所（熊本県）

第二中九州大仁田山風力発電所（宮崎県） プノンペン首都圏送配電網拡張整備事業
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〒460-0008
愛知県名古屋市中区栄一丁目20番31号
TEL 052-221-1111（代表）

商　　　号 株式会社トーエネック
 （TOENEC CORPORATION）
本店所在地 名古屋市中区栄一丁目20番31号
設　　　立 1944年10月1日
資　本　金 7,680百万円
従 業 員 数 4,868名

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月
配当金受領株主確定日 期末　3月31日
 中間　9月30日
株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
 東京都千代田区丸の内1-4-1
事務取扱場所 三井住友信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒460-0008　愛知県名古屋市中区栄3-15-33
郵送物送付先および 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
お問い合わせ先 〒168-0063　東京都杉並区和泉2-8-4　
 0120-782-031（フリーダイヤル）
上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所
電子公告

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

会社概要・株式情報

会社概要

藤 田 　 祐 三
滝 本 　 嗣 久
山 崎 　 重 光
飯 塚 　 　 厚
鵜 飼 　 裕 之
吉 本 　 明 子
五 十 嵐 一 弘
瀧 上 　 晶 義
池 山 　 竜 夫
寺 田 　 修 一
杉 田 　 勝 彦
柴 田 　 光 明
木 村 　 昌 彦

取締役

株主メモ

発行可能株式総数 40,000,000株
発行済株式総数 19,329,990株
株主数 4,977名

中部電力株式会社 9,666 51.69

トーエネック従業員持株会 1,111 5.94

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 772 4.13

トーエネック共栄会 633 3.39

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 287 1.54

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 215 1.15

株式会社三菱UFJ銀行 201 1.08

トーエネック名古屋協力会持株会 145 0.78

トーエネック労働組合 131 0.70

トーエネック岡崎協力会持株会 131 0.70

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

大株主（上位10名）

株式の状況 

※当社は、自己株式630千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。
※持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

代 表 取 締 役 会 長

代 表 取 締 役 社 長
社 長 執 行 役 員

代 表 取 締 役
副 社 長 執 行 役 員

取 締 役
専 務 執 行 役 員

社 外 取 締 役
常任監査等委員（常　勤）

取 締 役
監 査 等 委 員（常　勤）

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員（非常勤）

社 外 取 締 役（非常勤）

社 外 取 締 役（非常勤）

社 外 取 締 役（非常勤）

社 外 取 締 役（非常勤）

社 外 取 締 役（非常勤）

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員（非常勤）

当社は電子公告制度を導入しています。当社
公 告につきましては 、当 社ホームペ ージ
（https://www.toenec.co.jp）に掲載いたします。
ただし、電子公告によることができない事故そのほ
かやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞
および中部経済新聞に掲載いたします。

その他国内法人179名
10,580千株（54.74%）

金融機関28名
2,006千株（10.38%）

個人・その他4,623名
4,872千株（25.20%）

外国人119名
1,134千株（5.87%）

自己名義株式1名
630千株（3.26%）

証券会社27名
105千株（0.55%）

（2024年3月31日現在） （2024年6月26日現在）

（2024年3月31日現在）
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